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首
都
圏
情
報
発
信
拠
点
「
日
本
橋
ふ
く

し
ま
館
　
M
I
D
E
T
T
E
（
ミ
デ
ッ
テ
）」

が
東
京
・
日
本
橋
に
平
成
26
年
4
月
12
日

㈯
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

　「
M
I
D
E
T
T
E
（
ミ
デ
ッ
テ
）」
は
、

「
見
て
ね
、来
て
み
て
ね
」
と
い
っ
た
「
お

誘
い
の
気
持
ち
」
を
方
言
的
に
表
現
し
た

愛
称
で
、
多
く
の
方
に
親
し
ん
で
、
気
軽

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
想
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

　
広
々
と
し
た
開
放
感
の
あ
る
店
内
に
は
、

「
お
い
し
い
ふ
く
し
ま
」
の
農
林
水
産
物

や
全
国
に
誇
る
日
本
酒
、
地
元
で
も
人
気

の
銘
菓
、
地
域
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て

き
た
工
芸
品
な
ど
、
福
島
県
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
特
産
品
を
数
多
く
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
美
し
く
雄
大
な
自
然
が
織
り
な

す
四
季
折
々
の
多
彩
な
観
光
情
報
や
、
食

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
取
り
組
み
な

ど
、
復
興
に
向
か
う
「
ふ
く
し
ま
の
今
」、

「
ふ
く
し
ま
の
魅
力
・
元
気
・
活
力
」
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
魅
力
満
載
の「
日
本
橋
ふ
く
し
ま

館
」を
見
で
っ
て（
ミ
デ
ッ
テ
）く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

※「
日
本
橋
ふ
く
し
ま
館
　
M
I
D
E
T
T
E
」
の

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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「工芸品コーナー」
伝統の技を継承しつつ新た
なデザイン・技法を取り入れ
たふくしまの工芸品の魅力を
感じてください。

「酒コーナー」
全国新酒鑑評会で金賞受賞数日
本一に輝いた「ふくしまの銘酒」
がずらり。県内各地の気候や風
土を生かした、酒蔵ごとのこだ
わりの味をお楽しみください。

「飲食コーナー」
地域に伝わる自慢の郷土料理・
ご当地グルメ・Ｂ級グルメなどの
事業者が交代制で出展します。東京都中央区日本橋室町4-3-16

柳屋太洋ビル1階

・東京メトロ三越前駅A8出口から徒歩3分
・JR神田駅東口から徒歩5分
・JR新日本橋駅2番出口から徒歩1分

東京都中央区八重洲2-6-21
三徳八重洲ビル 1階

・JR東京駅八重洲南口から徒歩3分
・東京メトロ銀座線京橋駅7番出口から
　徒歩3分
・八重洲ブックセンター2軒となり

所在地

所在地

アクセス

アクセス

福島県八重洲観光交流館
営業時間：10:00～19:00
TEL 03-3275-0855

お問い合わせ

福島県県産品振興戦略課
TEL 024-521-7296

お問い合わせ
神
田
駅

神田今川橋郵便局

ファミリーマート

セブン
イレブン

COREDO
室町YUITO

日本橋
三越

中央通り
今川橋

日銀通り

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン

←
A
B
出
口→

2
番
出
口

→
東
口

新
日
本
橋
駅

東京メトロ 三越前駅

日本橋
ふくしま館

室町
4丁目

室町
3丁目

室町
3丁目南

平
成
26
年
春
に
開
催
す
る

「
福
が
満
開
、
福
の
し
ま
。」
福

島
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
プ

レ
D
C
）
に
併
せ
て
、
八
重

洲
観
光
交
流
館
の
看
板
や
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
等
を
一
新
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
4
月
12
日
㈯
に

オ
ー
プ
ン
す
る
首
都
圏
情
報
発

信
拠
点
「
日
本
橋
ふ
く
し
ま
館 

M
I
D
E
T
T
E
」
と
併
せ
て
、

本
県
の
観
光
や
県
産
品
の
魅
力

を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

15
八重洲南口
八重洲
ブックセンター

西銀座JCT

八重洲
観光交流館
八重洲
観光交流館

東京駅

有楽町駅

山
手
線

八
重
洲
観
光
交
流
館

　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

イメージ図

イメージ図

イメージ図

　オープンに先立ち、2 月 22 日（土）から 27 日（木）
の 6 日間、プレイベントとして、「にほんばしに福き
たる !!  ふくしま物産市」を開催しました。
　物産市では、会津の雪下 ( ゆきした ) 野菜や絞り
たての新酒など、「旬」の県産品を販売しました。
多くの皆さまにご来場いただき、福島県の食の魅力
を堪能していただきました。ありがとうございました。
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全
国
新
酒
鑑
評
会
で
都
道
府
県
別
最
多
の

二
十
六
銘
柄
が
金
賞
を
受
賞
し
た
福
島
県
。

日
本
一
の
酒
を
つ
く
り
出
す
県
内
の
蔵
元

の
魅
力
を
造
り
手
の
こ
と
ば
か
ら
探
り
ま
す
。

蔵
の
ま
ち
、
ラ
ー
メ
ン
の
ま
ち
と
し
て
も

全
国
区
の
「
喜
多
方
市
」。
日
本
酒
も
県
内
随

一
の
種
類
、
生
産
量
を
誇
る
。
喜
多
方
の
酒

の
魅
力
を
福
島
県
酒
造
組
合
喜
多
方
支
部
長

で
あ
る
「（
合
資
会
社
）
喜
多
の
華
酒
造
場
」

星ほ
し

　
敬け
い

志し

社
長
に
伺
っ
た
。

喜
多
方
市
は
、
新
潟
県
・
山
形
県
と
接
し
、

両
県
と
の
県
境
に
は
日
本
百
名
山
に
数
え
ら

れ
る
飯
豊
山
（
2
1
0
5
m
）
を
有
す
る
。

福
島
の

酒
蔵
を
巡
る

第
四
回
・
喜
多
方
市

喜
多
方
で
学
ぶ
、

遊
ぶ
、
漢
字
る
？

現
在
、
喜
多
方
市
で
は
「
蔵
」、「
ラ
ー
メ

ン
」に
次
ぐ
三
本
目
の
柱
と
し
て「
漢
字（
古

代
文
字
）」
に
よ
る
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

市
内
を
散
策
す
る
と
商
店
の
軒
先
に
奇

妙
な
文
字
の
看
板
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
商
店
の
名
称
と
商
店
主
が

希
望
し
た
漢
字
一
文
字
が
桐
の
看
板
に
書
か

れ
て
い
る
の
で
す
。
メ
ガ
ネ
店
に
は
「
目
」、

生
花
店
に
は
「
咲
」、
ア
ロ
マ
店
に
は
「
癒
」、

F
M
の
会
社
に
は
「
響
」
と
い
っ
た
ふ
う
に
、

市
内
に
約
1
6
0
も
の
看
板
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
「
喜
多

方
を
漢
字
の
ま
ち
に
す
る
会
」
が
中
心
と
な

り
、
市
内
在
住
で
樂ら

く

篆て
ん

工
房
を
営
む
髙
橋
政

巳
さ
ん
が
書
く
古
代
文
字
で
ま
ち
お
こ
し
を

し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

髙
橋
さ
ん
曰
く
、「
文
字
に
は
す
べ
て
意

味
が
あ
る
。
名
前
に
も
親
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、
皆
そ
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で

い
る
。」

自
分
の
名
前
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
確
か

め
に
、
一
度
喜
多
方
に
お
い
で
に
な
り
ま
せ

ん
か
？

喜
多
方
の
酒
の
源
は
そ
の
飯
豊
山
。
日
本
有

数
の
豪
雪
地
帯
の
雪
解
け
水
が
伏
流
水
と
な

り
、
喜
多
方
の
大
地
を
潤
し
て
い
る
。「
喜

多
方
の
酒
の
特
長
は
、
全
て
の
蔵
で
飯
豊
山

の
伏
流
水
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
水

は
、
く
せ
が
な
く
、
酒
造
り
に
適
し
て
い
ま

す
。
各
蔵
と
も
、
井
戸
の
深
さ
の
違
い
こ
そ

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
水
が
喜
多
方
の
酒
の
源

で
す
。」
と
星
社
長
。

市
内
10
蔵
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
酒
が
揃
う
。

「
蔵
を
継
い
だ
元
警
察
官
が
、
普
通
の
酒
造

り
で
は
つ
ま
ら
な
い
と
、
音
楽
を
聞
か
せ

る
と
酵
母
が
活
性
化
す
る
と
い
う
こ
と
を

酒
造
り
に
生
か
し
て
い
る
。」
星
社
長
の
口

か
ら
ま
ず
上
が
っ
た
小
原
酒
造
の
代
表
銘

柄
「
蔵
粋
（
く
ら
し
っ
く
）」
は
、ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
聞
か
せ
て
発
酵
さ
せ
た
日
本
初

の
音
楽
酒
だ
。

ほ
か
に
も
、
会
津
は
ち
み
つ
酒
を
醸
造
し

て
い
る
峰
の
雪
酒
造
、
伝
統
あ
る
清
川
酒

造
な
ど
、
ど
の
蔵
も
個
性
を
持
つ
。「
私
が
、

喜
多
方
に
戻
っ
て
酒
造
り
を
始
め
た
と
き
、

喜
多
方
の
酒
蔵
で
は
越
後
杜
氏
と
南
部
杜
氏

が
半
々
で
し
た
。
喜
多
方
の
酒
は
、
2
つ
の

杜
氏
の
良
さ
を
受
け
継
ぎ
、
融
合
し
て
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。」

嬉
し
い
の
は
、
喜
多
方
の
酒
蔵
全
て
が
見

学
可
能
で
あ
る
こ
と
。
事
前
に
予
約
が
必
要

な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ラ
ー
メ
ン
・
蔵
と
併

せ
て
酒
蔵
見
学
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

世
界
無
形
文
化
遺
産
と
な
っ
た
和
食
と
組

み
合
わ
せ
て
世
界
に
喜
多
方
の
酒
を
発
信
し

喜多方市

写真はメガネ店の看板

喜多方銘酒の源「飯豊連峰」

喜
多
方
市

の
ご
紹
介

特
長
あ
る
喜
多
方
の
酒

喜
多
方
の
酒
蔵

喜
多
方
の
酒
こ
れ
か
ら
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喜
多
方
で
学
ぶ
、

遊
ぶ
、
漢
字
る
？

現
在
、
喜
多
方
市
で
は
「
蔵
」、「
ラ
ー
メ

ン
」に
次
ぐ
三
本
目
の
柱
と
し
て「
漢
字（
古

代
文
字
）」
に
よ
る
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

市
内
を
散
策
す
る
と
商
店
の
軒
先
に
奇

妙
な
文
字
の
看
板
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
商
店
の
名
称
と
商
店
主
が

希
望
し
た
漢
字
一
文
字
が
桐
の
看
板
に
書
か

れ
て
い
る
の
で
す
。
メ
ガ
ネ
店
に
は
「
目
」、

生
花
店
に
は
「
咲
」、
ア
ロ
マ
店
に
は
「
癒
」、

F
M
の
会
社
に
は
「
響
」
と
い
っ
た
ふ
う
に
、

市
内
に
約
1
6
0
も
の
看
板
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
「
喜
多

方
を
漢
字
の
ま
ち
に
す
る
会
」
が
中
心
と
な

り
、
市
内
在
住
で
樂ら

く

篆て
ん

工
房
を
営
む
髙
橋
政

巳
さ
ん
が
書
く
古
代
文
字
で
ま
ち
お
こ
し
を

し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

髙
橋
さ
ん
曰
く
、「
文
字
に
は
す
べ
て
意

味
が
あ
る
。
名
前
に
も
親
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、
皆
そ
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で

い
る
。」

自
分
の
名
前
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
確
か

め
に
、
一
度
喜
多
方
に
お
い
で
に
な
り
ま
せ

ん
か
？

プレゼント　喜多方の10
蔵から銘酒（720ml）を各
1本、合計10 名様にプレ
ゼント。
（種類は選べません）

プレゼント

樂
らくてん

篆工房から
「刻字干支ストラップ（手彫り）」
を10 名様にプレゼント！ご自身
の干支をはがきに書いてご応募
ください。

プレゼント

kitanohana@navy.plala.or.jp

市内寺町にある樂
らくてん

篆工房、篆刻体験も可
（要予約）。

て
い
き
た
い
と
語
る
星
社
長
。「
市
内
10
蔵

の
う
ち
、
半
数
の
5
蔵
が
海
外
展
開
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
、
若
い
人
を
中
心
に

多
酸
系
の
酵
母
を
使
っ
た
酒
造
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。」
こ
の
チ
ー
ム
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

料
理
に
合
う
日
本
酒
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
そ
う
だ
。

各
地
で
制
定
さ
れ
て
き
て
い
る
「
乾
杯
条

例
」
を
喜
多
方
で
も
取
り
入
れ
る
こ
と
に
も

前
向
き
で
、「
地
元
の
酒
を
大
事
に
す
る
こ

と
で
、育
て
て
い
き
た
い
。」
と
話
す
。
是
非
、

“
日
本
酒
の
ま
ち
喜
多
方
”
の
酒
造
り
に
対

す
る
真
摯
な
思
い
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

笹
ささ

正
まさ

宗
むね

酒造
「ほんものを造る」を社是に取
り組んでいます。
見 学  事前問合せ
喜多方市上三宮町上三宮籬山675
TEL 0241-24-2211
営業時間／8:30～17:00
休み／日曜日・祝日

1 　 大
や ま と

和川
がわ

酒蔵北方風土館
飯豊山の伏流水、「五百万石」
を使用しています。
見 学  常時可
喜多方市字寺町4761
TEL 0241-22-2233
営業時間／9:00～16:30
休み／元日

2 会
あい

津
づ

錦
にしき

地元高郷にこだわって作った
お酒です。
見 学  事前問合せ
喜多方市高郷町西羽賀字西羽賀
2524
TEL 0241-44-2144
営業時間／8:30～17:00
休み／不定休

3 喜
き

多
た

の華
はな

酒造場
個性を主張した伝統ある手作
りの酒造りをご覧ください。
見 学  常時可
喜多方市字前田4924
TEL 0241-22-0268
営業時間／9:00～17:00
休み／年末年始

4

ほまれ酒造
水、米、気候、長年受け継がれ
てきた技が酒造りの原点です。
見 学  常時可（但し酒蔵見学 土日

祝日除く）
喜多方市松山町村松字常盤町2706
酒蔵見学試飲雲嶺庵
TEL 0241-22-5155
営業時間／9:00～16:30
休み／年末年始

5 夢
ゆめ

心
ごころ

酒造
飯豊山の伏流水、「うつくしま
夢酵母」を使用しています。
見 学  事前問合せ
喜多方市字北町2932
TEL 0241-22-1266
営業時間／8:00～17:00
休み／土曜日・日曜日・祝日

6

小
お

原
はら

酒造
評判の銘柄「蔵粋」はもろみ
状態のときにクラシック音楽
を聴かせて発酵させています。
見 学  常時可
喜多方市字南町2846
TEL 0241-22-0074
営業時間／9:00～16:30
休み／年末年始

7 清
きよ

川
かわ

商店
伝統ある手づくりで心を込め
て酒造りをしています。
見 学  常時可
喜多方市字二丁目4659
TEL 0241-22-0233
営業時間／8:30～18:00
休み／木曜日・年末年始

8 吉
よし

の川
かわ

酒造
喜多方で栽培された「五百万
石」「華吹雪」を使用しています。
見 学  事前問合せ
喜多方市字一丁目4635
TEL 0241-22-0059
営業時間／9:00～17:00
休み／不定休

10峰
みね

の雪
ゆき

酒造
飲みあきのこないすっきりと
した飲み口です。
見 学  事前問合せ
喜多方市字桜が丘1丁目17 
TEL 0241-22-0431
営業時間／8:00～16:30
休み／土曜日・日曜日・祝日

9

お話を伺った星社長。酒米にもこだわり
抜いた「大吟醸きたのはな」は自慢の逸
品だ。

喜多方の蔵（珠玉の銘酒）
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震
災
後
も
移
住
地
と
し
て
人
気
が
高
い
福
島
県
。福
島
へ
移
住
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
思
い
を
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

連
載
第
2
回
目
は
、
天
栄
村
に
移
住
し
た

江
藤
み
か
さ
ん
（
旧
姓
義
元
）、
純
さ
ん
ご

夫
妻
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

天
栄
村
は
福
島
県
の
中
部
に
位
置
し
、
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
全
国
食
味
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
お
米
を
生
産
す

る
な
ど
農
業
の
盛
ん
な
村
で
す
。

江
藤
（
旧
姓
：
義
元
）
み
か
さ
ん
は
6
年

前
に
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
で
天
栄
村

に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
移
住
し

ま
し
た
。
地
域
活
動
や
都
市
の
子
ど
も
に
農

作
業
を
体
験
さ
せ
る
「
ふ
る
さ
と
子
ど
も
夢

学
校
」、
震
災
後
は
、
安
心
・
安
全
な
米
作

り
と
風
評
の
払
拭
を
図
る
「
田
ん
ぼ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
制
度
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

み
か
さ
ん
は
昨
年
の
5
月
に
、
農
業
体
験

で
天
栄
村
を
訪
れ
た
、
東
京
出
身
で
児
童
書

の
編
集
・
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い
る
江
藤
純
さ

ん
と
結
婚
を
し
ま
し
た
。

昨
年
、
江
藤
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
天
栄
村
で

家
具
の
製
作
に
携
わ
る
矢や

板い
た

桂け
い

祐す
け

さ
ん
と
共

に
移
動
図
書
館
「
み
ず
文
庫
」
を
始
め
ま
し

た
。
震
災
後
、
相
馬
市
に
児
童
書
を
送
る
活

動
に
携
わ
っ
た
純
さ
ん
が
絵
本
を
譲
り
受
け
、

家
具
を
使
っ
て
憩
い
の
場
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
た
矢
板
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
車
と

本
棚
を
準
備
し
、
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

矢
板
さ
ん
の
紹
介
で
出
展
し
た
福
島
空
港
の

「
ソ
ラ
イ
チ
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
茨
城
県

や
須
賀
川
市
な
ど
で
移
動
図
書
館
を
開
き
ま

し
た
。

少
し
ず
つ
活
動
を
広
げ
る
「
み
ず
文
庫
」。

み
か
さ
ん
は
、「
村
の
事
業
で
、
静
岡
県
へ

子
育
て
の
研
修
会
に
行
き
ま
し
た
。
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一
緒
に
参
加
し
た

方
が
、
子
ど
も
た
ち
が
何
気
な
く
公
園
で
遊

ん
で
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
た
こ
と
。
福
島

で
は
、
非
日
常
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。」「
震
災
か
ら
3
年

が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
震
災
と
は
関
係
の
な
い

活
動
を
し
た
い
。
き
っ
か
け
は
震
災
で
絵
本

が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
震
災
関
連
の
ケ
ア
を

冠
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
み
ず
文
庫

の
活
動
に
、
私
自
身
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
み
ず
文
庫
」
は
、
今
年
も
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
展
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
道
の
駅
羽
鳥
湖
高
原
で
天
栄
米
の
お

に
ぎ
り
と
組
み
合
わ
せ
た
図
書
館
も
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
。
活
動
の
様
子
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
。

新
た
な
取
り
組
み

HP：http://musubiya.info/mizubunko.aspx

左から江藤純さん、みかさん。Uターン者の矢板桂祐さん。
手にしているのが、みず文庫の絵本

「みず文庫」図書館開館の様子

震
災
後
3
年
の
思
い

放射性物質の影響がない安心・安全な米作りの
ために、一般消費者から研究費として支援金を募
り、安全が確認できた 30kg の
米をリターンする制度です。

田んぼのパートナー制度事務局
電話　0248-82-2117

福
島
へ

　
移
り
住
む

天栄村

江藤みかさんが取り組んでいる
「田んぼのパートナー制度」
　　　　　　　　　　をご紹介します。
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こ
こ
で
は
、
新
し
く
加
入
い
た
だ
い
た
ふ

く
し
ま
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
協
賛
店
を
紹
介
し

ま
す
。

特
典
を
ご
利
用
の
際
は
、
ふ
く
し
ま
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
会
員
証
を
ご
呈
示
く
だ
さ
い
。

  

天
空
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
光ひ

か
り

水み
ず

こ
こ
ろ

 

（
天
栄
村
）

  
会
津
鉄
道
株
式
会
社

 
（
会
津
地
方
）

  

民
宿
か
ざ
ぐ
る
ま

 

（
南
相
馬
市
）

豊
か
な
自
然
の
中
で
酵
素
温
浴
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

温
泉
情
緒
と
自
然
豊
か
な
会
津
地
方
を
走
る

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
で
あ
り
、
か
つ
首
都
圏
と
つ

な
が
る
鉄
道
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
贅
沢

な
会
津
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

自
慢
の
料
理
で
お
迎
え
し
ま
す
。
震
災
復

興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
大
歓
迎
！

ふ
く
し
ま
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

協
賛
店
紹
介

お問い合わせ
電話　0248-82-3109
H P　http://tenku-no-harmony.com/
　　   index.html

お問い合わせ
電話　0242-28-5885
H P　http://www.aizutetsudo.jp/　

お問い合わせ
電話　090-4827-5145
H P　http://minshukukazaguruma.
　　   web.fc2.com/index.html

特典情報
波動セラピー岩盤浴　初回のみ 3,000 円
→2,500円（要予約、ティーサービス付き）

特典内容
会津鉄道線内　西若松駅～会津高原尾瀬口駅間
の大人普通運賃を10％割引いたします。
（発売箇所　会津鉄道車内、及び有人駅）

特典内容
ソフトドリンク又は粗品を贈呈

陶
板
レ
リ
ー
フ
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

国
際
線
ロ
ビ
ー
に
誕
生

　
　
　
　
今
、
福
島
空
港
が
面
白
い
！

粘土に絵を描いて陶板レリーフに仕上げたワークショップ 除幕式で佐藤雄平知事から花束を贈られた堀文子先生

2
月
16
日
、
福
島
空
港
国
際
線
ロ
ビ
ー

で
陶
板
レ
リ
ー
フ
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
島
空
港
に
寄
贈
し
た
の
は
、
公
益
財

団
法
人
日
本
交
通
文
化
協
会
（
滝
久
雄
理

事
長
）
で
、
全
国
の
駅
や
空
港
な
ど
の
公

共
の
施
設
に
ア
ー
ト
作
品
を
設
置
す
る
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
の
制
作
・
寄
贈
は
、
日
本
交

通
文
化
協
会
の
通
算
5
0
0
作
品
目
と
な

る
記
念
の
も
の
で
、
日
本
画
の
巨
匠
　
堀

文ふ
み

子こ

先
生
の
原
画
、
制
作
監
修
の
下
、
約

10
ヶ
月
を
か
け
て
陶
板
レ
リ
ー
フ
に
仕
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

除
幕
式
に
あ
わ
せ
て
、
陶
板
レ
リ
ー
フ
や

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
制
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
子
供
た
ち
が
思
い
思

い
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
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編集・発行　ふくしまファンクラブ事務局　〒960-8670　福島県福島市杉妻町 2-16　福島県観光交流課　　電源立地地域対策交付金事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話 024-521-7287　ＦＡＸ024-521-7888　ＨＰ　http://www.pref.fukushima.jp/fui/

東京電力の原発事故による環境放射能測定値については、福島県災害対策本部のホームページ
（http://www.pref.fukushima.jp/）で確認することができます。

福島を訪れる方へ

②

ご応募いただいた方の中から抽選でプレゼント！
①喜多方の10蔵から銘酒（720ml）を各1本、
　合計10名様に（種類は選べません）
　※未成年者のお酒へのご応募はご遠慮ください。
②樂篆工房から「刻字干支ストラップ（手彫り）」を10名様に

①

当日は、114 のブース出展があり、ふくしまの B 級グ
ルメから、郷土料理、新鮮な野菜や果物などふくしまな
らではのものを販売展示しました。

また、ご当地キャラステージやウルトラマンコーナー、
竹細工体験コーナーなど、子どもから大人までふくしま
を丸ごと体感できるイベントとなりました。

平成 25 年 12 月 23 日、東京国際フォーラムにて「みんな笑顔で、「福」満開！ふくしま大交流フェ
ア」を開催しました。ふくしまの元気を発信するとともに、「ふるさとふくしま」を届けるイベント
として今回で 7 回目の開催。首都圏の方を中心に約 1万 5 千人の方にお越しいただきました。

～ご来場ありがとうございました～

ステージでは、スパリゾートハワイアンズの “ フラガー
ル ” による特別公演や合唱王国ふくしまから県立安積高
校合唱部のライブ、双葉町の「標

しね

葉
は

せんだん太鼓」と会
津の祭り「会津
磐梯山踊り」が
披露され、会場
が一体となって
盛り上がりまし
た。

みんな笑顔で、「福」満開！　ふくしま大交流フェアレポート！

ふくしまファンクラブでは、これまでの封書による会報発送に変えて、会報情報をメルマガ方式により毎
月お知らせするメール会員を募集しています。
現在会員になっている方も、メール会員への移行が可能です。
　　　　　　　【移行登録方法】
　　　　　　　氏名と会員番号とメールアドレスをご連絡ください。
　　　　　　　FAX024-521-7888
　　　　　　　又は　ふくしまファンクラブ　で検索！
　　　　　　　※メール会員へは封書による会報は原則発送しません。

メール
会員

募集！

応募方法 電子メール又は、はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号、会員番号、
ご希望のプレゼント、今回の会報の感想を明記し、下記のあて先へご応募
ください。

応募締切 3月28日㈮必着
あ て 先 ふくしまファンクラブ「プレゼント」係

【電子メール】f.fanclub@pref.fukushima.lg.jp
【ハガキ】〒960-8670（住所記載不要）福島県庁観光交流課
※当選者の発表は賞品の発送に代えさせていただきます。お預かりした個人情報は、賞品の発送
などファンクラブに関する事務以外に使用することはありません。福島県個人情報保護条例に基
づき、個人情報の目的外利用はいたしません。

メリット

・月1回の旬な情報をお届け
・赤べこキーホルダープレゼント

ご当地キャラステージ

安積高校合唱部
標葉せんだん太鼓

会津磐梯山踊り


